
採掘原価を割り込むビットコイン 〜 現物の投げ売りと投機筋の仕込みバランスが⾏
き着く先は︖（2019/12/18）

さて中期のレンジ下限には到達しましたが次の⼀⼿はどこに︖（2019/12/18）
〜 クリプト通信 Vol.

【ポイント】
現物投げ売りが続く
でもレンジには忠実
採掘原価をRIOT社の公開情報から計算する
BitFinex両建ての意図
ドルコスト平均法から⾒る効率の良い投資⽅法

【直近ニュース】

Fidelity UK拠点でカストディ開始
https://cointelegraph.com/news/fidelity-digital-assets-launches-uk-branch-in-line-
with-local-laws

〇 BITCOINのみ
〇 ユーロ圏への進出で追加の法的規制などはないとの⾒解
〇 マイナス⾦利経済圏に進出 → ⽶国よりニーズ⼤きい

【イベント・カレンダーの確認】

昨年は原油・株式等の底値が12/24。
BTCは突っ込み売りで1⽉まで下落は続いた
薄い時期なので乱⾼下はしやすい（季節要因）

【BTCファンダメンタルズ︓Hash・中⻑期資⾦・Stableコイン動向】

https://cointelegraph.com/news/fidelity-digital-assets-launches-uk-branch-in-line-with-local-laws


ハッシュは若⼲の低迷が続く
16⽇には⼀旦の売りが出た

12⽉20⽇は難易度調整

https://www.bloomberg.com/press-releases/2019-12-12/riot-blockchain-announces-
purchase-of-additional-1-000-next-generation-bitmain-s17-pro-antminers-completing-
upgrade-of-its-okl
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S17 PRO 1000台購⼊で１３５０／pc
S9は２０１９年７⽉-９⽉で１４％利益率
７⽉ 10115
８⽉ 9650
９⽉ 8335
平均値 9366

つまりRIOT社のS9採掘コストは、およそ8054（9366*0.86) 近辺ということになる。
ただし償却コストを含まず︕

https://www.bloomberg.com/press-releases/2019-12-12/riot-blockchain-announces-purchase-of-additional-1-000-next-generation-bitmain-s17-pro-antminers-completing-upgrade-of-its-okl


同社の電気代は10⽉実績で0.0275 KWH
10⽉のBTC価格は9233であり、積極的には回していなかった可能性が⾼い。

つまり8000ドルを回復すればS9が稼働しハッシュレートは上昇する。

逆に8000を割ると運転停⽌を余儀なくされるため、ハッシュは落ちる。

S17 PROの採掘原価を以下の前提で計算してみる。
償却ありにて

電気代 0.03
Machine 1350／ｐｃ
Difficulty increase 2%
Amotization 1Y

採掘原価＝9300 USD

仮に償却を1.5年とするならば、採掘原価は8650となる。

⼀応のコンセンサスとしては、やはり8500前後というところではなかろうか︖

もしハッシュレートが落ちなければ、半減期でBTCの採掘原価は17000へと上昇することにな
る。

【内部動向〜中⻑期︓ヘッジショート⽐率・取組⾼など】

⽉曜レポート参照



出来⾼・取組⾼は復活をしてきている。

【内部動向〜短期︓OI・調達⾦利・Option建⽟・UST建⽟】



BTCドミナンスは徐々に底⼊れ → アルトからは資⾦抜け（BTC急落で処分）

現物はスマートな処分から投げ売りに



https://twitter.com/btc_status/status/1207088369034919936/photo/1

【⾦利動向︓イールド・実質⾦利など（関連しているときは）】

https://twitter.com/btc_status/status/1207088369034919936/photo/1


リスクオン。
ただ今のビットコインは外部環境が関係ない状態。

【個⼈的な雑感】



BitFinexは両建てを急拡⼤。

12⽉16⽇からBTCUSDショートの建⽟に動き
S 6K - 10K 
L 42K - 46K 

先にショートを⽴て徐々にスクウェアへ戻していることが分かる。
4K分は両建て

単純に決済していない理由としては推測だが以下の可能性。

⾃分のLポジに利益を積むため、ショートを処分する過程で踏み上げの材料に使う
もしくは、Sポジに利益を積むため、Lを処分する過程で投げ売りに追い打ちを掛ける

建⽟の動きから先に⽴てたのはSであることが分かっており、どちらかと⾔えば前者の可能性が
⾼いのではないかという推論も成り⽴つ。
※ あくまで推論



過去に「落とす」時に両建てが使われた可能性があるパターン
※ あくまで推論です

スマートな投資法
https://cointelegraph.com/news/fidelity-digital-assets-launches-uk-branch-in-line-
with-local-laws

これをBTC建てに換算して⾒れば必勝法が書いてあるようにも⾒える。

毎⽇BTC建てで決まった⾦額のAltcoinを空売りしていけば、利益が出るという話。

ヒストリカルで BTC > ALT となっている。

https://cointelegraph.com/news/fidelity-digital-assets-launches-uk-branch-in-line-with-local-laws


もっと⾔えば、アルトコインは「何が噴き上げるか」を探す宝探しをする必要はなく、「噴き
上げた銘柄」をBTC建ての定額で売ることをしていれば、結果的には結果が出ているという結
果。

破産レンジ。

Deribitで⽟が残っているであろう⽅向は「上」となる。
直近で下抜けしてから返す⼑で上昇をしているのは、⽟が残っている⽅向を市場が探し狩りに
⾏く習性となっているからにも⾒受けられる。
ただし市場の⽅向は下。
これまでと同じパターンが続くなら、6000程度まで下抜けし、返す⼑で8000を上抜けて⾛る
という展開さえありうる。
今のビットコインは「下限値」を踏み割ってロングをふるい落としてからで無いと上がる体⼒
が無い。


